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特典･申込方法は裏面へ

本セミナーでは、育児と介護にに活用できる「最新助成金情報」や「当事務所での事例」をお伝
えいたします！助成金は、「返済不要」な資金で要件さえ満たしていたらどの企業でも受給がで
きるものですが、「助成金を知っているかどうか」と「要件を満たせるか」が受給の分かれ道に
なります。セミナーにご参加いただき少しでも助成金を知っていただけますと幸いです。

助成金申請唯一の国家資格である社会保険労務士有資格者が丁寧に解説！

オンライン
（Zoom）

【育児・介護】に取り組む従業員がいれば適用できる可能性が高い！

育児・介護による従業員の離職を防ぎ、定着率を向上させたい

育児環境を整備し、従業員の子育てを応援したい

育児・介護に優しい会社として採用力を高めていきたい

最新の育児・介護休業法の法改正について知りたい

こんなお悩みの経営者はぜひご参加ください！

方
法

主
催

14:00～15:30

最新！改正育児・介護休業法のポイントも解説！

定
員 10名

武蔵野経営労務事務所
〒359-1116 埼玉県所沢市東町１０−１８ グリーンビル 4階

育児・介護に活用するなら“両立支援等助成金”がオススメです

育児休業等業務代替支援コース

手当支給等で最大125万円

※育児休業取得者の代わりに周囲の労働者へ手当の支給
※短時間勤務の場合最大110万円

介護離職防止支援コース

「介護支援プラン」等により、介護休業の円滑な取得、職
場復帰の支援を行った場合に助成

「育休復帰支援プラン」等により、育児休業の円滑な取得、
職場復帰の支援を行った場合に助成

介護休業取得で30万円

職場復帰時に 30万円

2025年から施行される改正育児・介護休業法についても最速で情報をお伝えします！！

方法を解説セミナー



受給可能性がある助成金の「見込額」
を可視化できる診断を無料で実施いた
します。ご希望の方は「助成金受給額
診断を希望する」をお申し込み時にご
選択ください。最新の助成金をいくら
受給できる可能性があるかぜひお確か
めください！

②受給見込額が分かる

助成金申請のプロである社会保険労務士有資格者が、助成金
を受給するための要件を満たしているか確認し、受給のため
のアドバイスをします。本気で『助成金を受給したい』とお
考えの方のみ、無料でご相談をお受けしますので、お申込み
時に「個別相談を希望する」をご選択ください。

セミナーにご参加いただいた方限定！2つの特典！

①どの助成金を使えるか分かる

こちらは決裁権者限定です

FAXでお申込みいただいた方には、メールにてご連絡を差し上げます。
セミナー開催の2日前までにご案内の連絡がない場合は、電話等でご連絡をください。

同業の方のご参加はご遠慮頂いております。予めご了承下さい。/ご提供頂いた個人情報は、本企画のご案内のほか、弊社からの情報提供に利用させていただきます。

＼1分で完了！／
QRコードからも
参加申込受付中！

無料の助成金受給額診断助成金に関する無料相談

講師のご紹介

04-2936-6651F A X 申込受付中
FAX番号はこちら

FAX申込をご希望の方は
下記記入欄をご記入の上
送信をお願い致します

労務問題や女性の多い職場問題に精通し、300件以上の関与実績がある。
現在、社会保険労務士及び人財育成コンサルタントとして労務管理・接遇講師・
人事コンサルティング・職場改善コンサルティングなど人財不足で悩む中小企業
に対して、採用・育成から人事制度構築・運用、円滑な退職までの人事労務全般
を専門的な知見を活かしてサポートしている。

武蔵野経営労務事務所
社会保険労務士 宮野敦子

育児に関する簡単な助成金診断！1つでも当てはまればぜひご参加ください！

日程
□ 8/29（木）14:00-15:00
□別日程の個別相談を希望（後日、日程調整のご連絡を差し上げます）

企業名 TEL − −

住所 〒 －

mail

特典希望 □無料助成金受給診断 □個別相談を希望する □ 今は希望しない

参加者
氏名①

参加者
氏名②役職（ ） 役職（ ）

TEL：04-2936-8666（平日9:00～20:00）

女性の育児休業に関する助成金診断

出産を控えている女性従業員がいる
YES
・
NO

育児休業の制度を整備して働きやすい
環境を作りたい

YES
・
NO

育児休業から職場復帰ができる制度を
作りたい

YES
・
NO

男性の育児休業に関する助成金診断

今後奥様が出産を控えている男性従業
員がいる

YES
・
NO

男性でも育児に関して休める制度を作
りたい

YES
・
NO

法改正に向けて、必要な環境整備を進
めたい

YES
・
NO


